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電 子 計 數 管 に 獣 て

井 街 仁

電子計數管 にはSpitzeo型(第 一囲a),7ylindcr.(第 一 圖b),の2通 りの.ものが あn,.

Spitzen型 の ものはY,で 測定が 唱來 るので便利で あるが,そ の有效 容量が小であ る左め.に定童

的測定 には使 用範團が隈 られ てゐ る.定 量的測定 にはZylindec型 の ものが多 く用ひ ら.れ,殊

に.これ を使 用 目的 に よ り色 々に變 型 して例へ ば光電子計數管(第 一岡c)等 が 庚 く使 用せ られ

研究せ られ る様 になつた,
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'Cylinderの 計数管
,所 謂Geiger-M田ler計 數管1川 によると,QrJ子,β 種子,r線,X線

及び紫外線の光量子の 測定に大變便利であり又簡單である.唯 使用に.際して 缺點としては,

Resteftekt(darkrate)と'し て,測 定せんとするもの以外 よ1來 る紫外線の影響,放 射物質の影

響,宇iii,地 線による影響,計 數管の材料 自身に よる影響,更 に又一つの放電が起つために

起る影響等3)が ある.ことである.そ してこの最後の ものを除いた影響は計數管材料の吟味及び

計數管全體を鐵及び鉛で破ふζとに よつて大部分邏けることが出來 るのであるが,最 後の もの

は内に入$ttc瓦 斯の種類,瓦 斯の壓力等によつて種々異るために測定のときに一番困るもので

ある.
●

結 線駒

.結線は略圖(第 一岡b)に 示せる如きものであるが,こ の時計數管に供給する高電壓は電池に

よるか,.又は交流電源によつた ものを充分美 しぐ整流 し,且 つ安定な電睡でな.けれぽいけない.

又細線に結ばれπRは10"2以 上の液體抵抗,と れ に並列のCは10-XO.,10-0プ アラツドの

コンデンナーが必要である,

計 緻 管

計数管の 材料 と しては,そ の用途 に よ り色 々の 金贋が 用ひ られ て ゐる.帥 ちGeiger及 び

MutlerI41はQ一,β 一粒 子測定 に眞鍮,Niを 用 ひ,Loclierｰiは 紫 ク}・線測定 にZn,(a,Sn,Cu,
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眞鍮,.dig,Hg,Ag等 を用ぴてりる.其 他紫外線瀏定に於で感度を増すために,G9,""/.n.の 表

面に..Aniline染料,.寫 眞感光劑等の膜を適當の厚 さにぬるとか,又 酸化膜を使月]せるもの もあ

る..又錫の管 を用ひて,.これ・をNe流 中で表面にイォ.ン朕態の窒素 を彊.くbombardす ると6J

其直後數分間は可親都め光線 にも惑する様な管が田來 る、更に文アルカlot.屬 の管を使用する

なh.哄 相當長衿波長の光{Lも 敏悪な計數管力1出來 るだらうと云は勉てゐる。又非傘屡物質61る

陰極管として使用せ られ る.帥 ち,.一般 に膜が非常に簿いときは光電效果の影響は下iiiの

性質 をもつが,厚 いと きは膜自身の性質であり,そ の 中闇のときはそれ らと異つた特別の性質

をもつ ものセある.

次に計數管の大さ:は陰極管が短 いときにはその周邊に於ては鋭敏で ないために,管 中め瓦斯

黶及ぷ供給電壓が定まつてゐるときには,あ る大さ以上の表面 を:もつ様 なものでなければなら

ぬ.:S).丁 ♪.4J

陽 極.細 線

細線材料は,.c.,,.鋼 戡,白 金,タ ングステン等が用ひられ 表面は非常に准めらかでなけれ

ばいけない.使m目 .的にしたがひ,細 線表面VL酸 化膜を作つて使用 し,又 裸線で用ふ.そ して

或人は裸線では 不可である:と云ひ,又 酸化膜は 不可であるとys,人 もある.細 線の 直徑は,

0+2mm以 下0.02mm程 度め ものが使用せ られてゐる.そ して これが小 さくなるほど供給電壓

は低 くて間に合ふ樣になるので小さい方は如何に小さな もので もよい.

放 電 機 構:>s)jai

計 數 管 に一・庫の紫外線,文 は故 射物 質 よatoる 放 射線 をあてなが ら陰極に供給 する電 壓 を上

げ て行 くと,電 壓の或 る價に.なると放電 が始 ま り,こ の放電 數 ば電歴 を吏 に上げ ると共に増加

す る.そ して更 に電壓 を高 めて も放 電の數 の増加 しない部分 が あ.らはれ る.こ の部分 を"Span-

nungsunabhangigerBereich"と 云 つ てゐ る.と の 昌`S.u.B,".は 瞥 の大 さ,細 線の太 さ,封 入

瓦斯め種穎;賻 壓 力に よ.り.色k異 る{髄 もつ・このｰs・u.B"は 細 線力琉 分正 レく圓筒の軸

.lr澱 つ て彈 られ でゐるほ ど廣 嘆 團の もの とな3.更 に電壓 を高 めると放電は切れ 目のな.い激

光放電1ζな.る・測定は放電數 が電壓 に よつて變 らなNLのsu・B."の 電 壓にて行 ふ,.又 測

定 匿際 しReste6ekt.は 圓筒材科 に よ り幾分異 るが大磴其表 面積Scm=に 對 して エ/毎会 で あ り,

こ纏.20cmの 犀 さの鐵で被 ふと.約1β に灘 る・ ひ で面 白い ことは γ綜 をあてた ときに

放電 數や,.Resteffektが 色 々の物質に於て共物質 の原子番號 の増 す程 堆加.してゐ ると云 ふ ごとa,

で あ る.・

今,一 つの放電が發生す るた めILYS,計 數 管の電揚の強 さは,光 又は放射線 が陰極表 面にあ

た り=そこに細 ξしめた光電子及 び電 子が加遽 され糊線附近K於 て瓦斯原子や,分 子を.イオッ化

す る:に充分の ニネルギ ー.を得 る様 な強さの電 揚で なけれ ばな.らぬ.帥 ちこの電 壓が驪 の初 る

電黶 であ る.こLで ヒ`S.u.s.の 出來 る原因を考へ ると,圓 筒内の電 揚に於て低 い電壓 では

爾端め電揚の弱い部分 が大きV・が電壓が檜す と共に ζの郡分が弐第 に小 さ くな り,更 に電壓 を

上げ て も變化が少な くなづ時 に`S,u.B.'が 出來るので ある.故 にこの"S.u.B.の こ とを
'.``S蕊巴tig

ungsbereich."と も云 つて ゐる.そ して この ときには 圓筒 内の電 揚が全 くzy】inrlersvm-

metrischで な ければ ならない.若 し細線 が圓筒軸 よ りつれて ゐるときには電揚の分布が變 つて

.來るた め"5・u・B."が 串來 な くなるので ある・ しか し.Lの 電揚の亂 れ も小 さな もり であ.)H
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つ規則正 しい ものであるときにはあ.まり.悪影響は及ぼ.さない.SI

瓦.斯 の 影 響噂

瓦斯による影響は色々の瓦斯によn實 驗せ られて居るが,明 確な論明は未だ與へ られてゐな

い.Bosche一 派の實驗では瓦斯が 純粹であるξきxり も何か他の瓦斯が混入したと弯の方が.

放電の切れが よいと云つて居 り,又Trosρo,iま 他の方面,即 ち"Nachimpuls"方 面よりこの

影響 を研究したが,充 分精製された瓦斯だけのときよna,幾 分アルコール,典 他の蒸氣があ

るときの方が放電の切れがよいと云つてゐる・亥に温度 による影響を見ると・例へば水素笥の

場合には室氣の ときよりも放電数が場す.し が しこれ 犂渋齷 氣で 一150。C程 度に冷却すると

沮度の下降と共に放電数は減 じ,更 に浬度を上げると隷電數 は増す.そ して酸素3,の ときにも

同様の現象がある.窒 素黯)はしか し水素,酸 素と異つてゐる.帥 ち,窒 素では温度が室澄より
一150。Cま での聞では潰度の影響がi2N .そ しTLれ は稀有瓦斯と同じ性質をもつことを示し

てゐる.

以上のことは,陰 極表面の氣體の吸着により設明すると割に簡躍1ζ設明出來 る.P.pち,吸 着

瓦斯暦の安定さが計数瞥の安定さに重要な役割を示Uて りると考へ られる.ア'レ コール添加の

實験及び騾 ・水素等に於て計救管を熱レないと弯・には電極表面1こはアルコール・水・1旨肪等

の膜が}U來 てゐて"Nachentladung"が 起 りにく》・.そ して充分熱 した時の計數瞥は.これ.らの 、

膜が前の時の様な強固なものでないので室温で も可成ρ高い故電數 をもつてゐる.又 覚斯膜は

温度が下るにしたがつて強【占iになるので低温めとき.には放電數が少い:のであらう..

又窒素が酸素,水 素等 と異つた姓質をもつことは窒素は金咼との親和力が酸素や水素よ り小

であり,し たがつて瓦斯膜が疎歌であ り"Nacheudadung"を 通 しやすいためであ.る.

永らく使用すると計數eが 安定でな く.な.るの もやは り,放 電によ1り:電極表画の吸着膜が逍出

され,そ の追出された瓦斯が再び全部は電極表面に吸着されすに,一 部が容器鐘及び絶縁部分

に凝着 されp電 極表面の膜が張固さを減tる ためであるとziはれてゐる.

以上放蹴機構及び瓦斯にょる影響は不充分,:不 備の婁が多 く,樹 今後の實驗に.よるところが

多い.
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